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           人々の暮らしのすぐそば・程よい近さにある、 

森・里・川・海。 

そこから人々が享受する豊かさや恵み。 

それは、あたりまえにあるのではなく、ここに住む人々や

活動する人々が、守り・育ててきたもの。 

 

わたしたちは、 

 

 

           これまで、守り・育ててきた、豊かさや恵みへの〔きづき〕 

 

 

 

           今、行われていることをわかり、〔うごく〕 

 

 

 そして、全国各地の取組みや、シンポジウムの成果を聞き・受けて、 

 
 

           これからも、豊かさや恵みを、守り・育てていくことで、

様々な人々や世代のあいだを〔つなぐ〕 
 

 

そのために、このサミットに参画する皆さんで、 

「それぞれができること」「みんなでつくっていくこと」 

「そのためにどうすればよいか」 

それを「皆さんで話し合い、決めていく」 

 

そのような大会を目指す想いを込め、この大会テーマを定めます。 

 

ここにある魚庭(なにわ)の海 きづこら・うごこら・つなごら 

～５つのヒント・50,000 の約束～ 
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